
昨
年
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

本
年
も
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
一
期
一
会
徹
底
し
た

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
お
約
束
い
た
し
ま
す
。

め
が
ね
工
房
ス
タ
ッ
フ
一
同

新
春
初
売
り

   

三
日
十
時
よ
り

宗像市土穴2丁目１-17／Ｐ福銀うら兼用20台有り
代表 ３３ー７７３８

むなかたタウンプレス （2）

市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは情報政策課広報編集係☎0940（36）1055まで

●市全体の景観への満足度（有効回答のみ）

●市の景観を守り育てていくために大切にしたいもの（上位５つ）

●市らしい景観づくりのために
　　　　　　　　　  大切なこと（上位５つ）

●地域の景観づくりのために容認できる
　　　　　　　 ルールや規制（上位５つ）

　昨年６月、市民のみなさんを対象にアンケートを実施しました。2,000人に調査票を配
布し、783人から回答をもらいました。アンケートへの協力ありがとうございました。

「神社・寺院などの景観」の満足度が他の景観よりも高く、次いで「山・山なみの景観」「夕
日や夜空などの空の景観」「田や畑の広がる田園風景」といった自然景観に対して高い満
足度が示されています。

「宗像大社・鎮国寺などの歴史的・
文化的な景観」を大切にしたい
と考えている人が最も多くみら
れます。

神社・寺院など

山・山なみ

夕日や夜空などの空

田や畑の広がる田園

島

海・海辺・海岸・漁港

景観全般

公園・森林・丘陵地

旧唐津街道の街なみ

住宅地

河川・水辺

商業地

宗像大社・鎮国寺などの歴史・文化

自然とふれあえる公園・緑地

玄界灘沿岸からの眺め

田園・里山など

山地・丘陵地などの緑豊かな森林

歴史的・文化的な景観を保全・整備して
観光に活用

開発を抑制し、山や川など自然景観を
現在の姿のままで保全

田園や里山と調和した住宅・集落の景観を
保全・整備

駅前や幹線道路などの景観を整備し、
来訪者をもてなす雰囲気をつくる

住宅地の建物や敷地のルールをつくり、
緑豊かなゆとりある景観づくりを推進

建物の高さ

建物の色合い
（原色は使用しないなど）

敷地や塀を緑化

道路から建物まで、
建物から建物までの距離など

景観づくりのために
ルールを設けるべきではない

「歴史的・文化的な景観を保全・整備し、
観光に活用する」ことが大切と考えてい
る人が最も多くみられます。

「建物の高さに関するルール」を容認できると回
答した人が最も多い一方で、「設けるべきではな
い」と回答した人も 21.7％います。
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市
　
か
　
ら

な
る
ほ
ど
！知

っ
得
講
座

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

年
３
回
、
消
費
生
活
講
座
を
開

催
。
今
回
は
１
回
目
で
好
評

だ
っ
た
講
座
を
追
加
で
開
催
し

ま
す
。
受
講
無
料
。

●
日
時
　
１
月
16
日
（
月
）
午

前
10
時
～
同
11
時
30
分

●
場
所
　
同
セ
ン
タ
ー（
土
穴
）

●
テ
ー
マ
　
暮
ら
し
美
人
化
計

画
～
収
納
基
礎
レ
ッ
ス
ン
～

●
講
師
　
里
舘
友
子
さ
ん
（
整

理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
１
級
）

●
定
員
　
先
着
20
人

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
同
セ
ン
タ
ー

　
☎
（
33
）
５
４
５
４

♦「景観」に関するアンケート〜回答結果〜♦
　【詳細記事１ページ】■問い合わせ先　都市計画課　☎（36）１４８４

　
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ふ
ら
こ
っ

こ
」
の
ス
タ
ッ
フ
と
日
ご
ろ
の

子
育
て
の
悩
み
や
少
し
不
安
に

感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
、
気

軽
に
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん

こ
ね
っ
と
の

「
赤
ち
ゃ
ん
く
ら
ぶ
」

か
。
パ
パ
の
参
加
も
大
歓
迎
で

す
。
参
加
無
料
。

●
日
時
　
毎
月
第
３
土
曜
日
、

午
前
10
時
30
分
～
同
11
時
30

分
＊
１
月
は
��
日
（
土
）

●
場
所
　
メ
イ
ト
ム
宗
像
・
健

診
室

●
内
容
　
わ
ら
べ
う
た
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
、
赤
ち
ゃ
ん

と
交
流
会
な
ど

●
対
象
　
０
～
１
歳
前
後
の
第

１
子
の
子
ど
も
と
保
護
者

●
定
員
　
先
着
10
組

●
持
参
品
　
お
茶
、
バ
ス
タ
オ

ル
●
申
込
方
法
　
１
月
６
日（
金
）

午
前
10
時
か
ら
、
同
セ
ン

タ
ー
へ
次
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
申
し
込
む

▽
☎
（
37
）
３
７
４
１

▽
直
接
窓
口

■
問
い
合
わ
せ
先

▽
同
セ
ン
タ
ー

☎
（
37
）
３
７
４
１

▽
子
ど
も
育
成
課

☎
（
36
）
１
２
１
４

　「
虹
の
松
原
七
不
思
議
の
会
」

は
、
日
本
三
大
松
原
の
一
つ
で

あ
る
佐
賀
県
唐
津
市
の
虹
の
松

原
で
、
松
原
保
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
実
施
し
て

い
る
団
体
や
企
業
の

中
で
も
代
表
的
な
存

在
で
す
。

　
同
会
は
、
語
り
継

が
れ
る
七
不
思
議
を

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で

考
え
る
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
12
年
４
月

発
足
。
七
不
思
議
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
の
作
成
、
松
原
ガ
イ
ド
、
草

刈
り
や
松
葉
か
き
な
ど
の
松
原

環
境
保
全
活
動
、
松
露
の
育
成

な
ど
、
虹
の
松
原
に
深
く
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
活
動

の
中
で
、
保
全
活
動
と
松
露
に

は
健
全
な
松
原
と
の
相
互
関
係

が
分
か
り
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、
同
会
の
こ
れ

ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通

し
て
、
松
枯
れ
問
題
を
取
り
上

げ
ま
す
。
受
講
無
料
。
事
前
申

込
不
要
。

●
日
時
　
１
月
28
日
（
土
）
午

前
９
時
30
分
開
場
、
同
10
時

～
正
午
実
施

●
会
場
　
メ
イ
ト
ム
宗
像
・
多

目
的
ホ
ー
ル

●
演
題
　
松
原
の
環
境
保
全
活

動
が
松
を
守
る
～
虹
の
松
原

で
の
白
砂
青
松
再
生
へ
の
取

り
組
み
～

●
講
師
　
田
中
明
さ
ん
（
虹
の

松
原
七
不
思
議
の
会
会
長
、

佐
賀
大
学
名
誉
教
授
）

●
託
児
　
無
料
（
５
カ
月
～
就

学
前
）

＊
託
児
は
１
月
��
日
（
金
）
ま

で
に
要
予
約

■
問
い
合
わ
せ
先
　

　
自
然
環
境
課

　
☎
（
36
）
１
１
３
０

虹
の
松
原
で
集
め
た
松
葉
を
積
み
上
げ
て

高
さ
を
競
う
イ
ベ
ン
ト
の
様
子

●
内
容
　
原
団
地
（
江
口
）
／

簡
易
耐
火
構
造
２
階
建
＝
１

戸
●
収
入
基
準
　
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
の
収
入
を
含
め
、

諸
控
除
後
の
所
得
金
額
が
月

額
15
万
８
０
０
０
円
（
年
間

所
得
１
８
９
万
６
０
０
０

円
）
以
下

●
家
賃
　
所
得
に
応
じ
て
異
な

る 市
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
入
居
資
格
　
住
宅
に
困
っ
て

い
る
市
内
在
住
か
通
勤
す
る

人
で
、
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
が
い
る
人

●
申
込
方
法
　
１
月
10
日（
火
）

か
ら
同
18
日
（
水
）
ま
で
に
、

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
ハ
ガ
キ
２
枚
を
添
え

て
、
建
築
課
か
大
島
行
政
セ

ン
タ
ー
へ
持
参
し
て
申
し
込

む
＊
申
込
書
は
、１
月
��
日
（
火
）

か
ら
、
建
築
課
と
大
島
行
政

セ
ン
タ
ー
で
入
手
可

＊
申
込
者
か
同
居
親
族
が
暴
力

団
員
の
人
は
入
居
申
込
不
可

■
問
い
合
わ
せ
先

　
建
築
課

�

☎
（
36
）
５
２
０
３

「
虹
の
松
原

七
不
思
議
の
会
」講
演
会


